
□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 医療・薬事事業 所管部局 健康医療部

1
所管
室課

保健医療総務室 事業名 医事・薬事事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 343 施策 地域医療体制の充実

1,423 1,891 1,331
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

78.9 64.1 23.9 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

医事・薬事

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

医療法等各法令の規定に基づき、病院、診療所、助産所、歯科技工所、施術所、薬局、店舗販
売業者、高度管理医療機器等販売業者、毒物劇物販売業者等に係る各種届出受付、許可等の事
務を行った。
　薬と健康の週間や薬物乱用防止に関する啓発のために、市報への記事掲載や、ポスター・ク
リアファイル・リーフレット・定規の作成・配布を行い、また、薬学実習生に対する薬物乱用
防止講習会を開催した。

医療機関や施術所等の各種許可や届出等受理件数　　　令和４年度　  401件
薬局や店舗販売業者等の各種許可や届出等受理件数　　令和４年度　1,207件

薬事関連啓発回数　令和４年度　67件

決算額
　(千円)

事業概要

保健所管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

保健所の設備管理・法定点検・警備・清掃等の業務を委託し、保健所運営のための光熱水費の
支払いを行った。
保健所の設備等について、修繕等を行った。

施設管理委託料　　　　　　10,656,992円
光熱水費　　　　　　　　　14,430,938円
施設修繕料（17件）　　　　 1,243,286円

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

市民の利便性向上のため、令和5年3月に保健所窓口
での手数料等の支払いの際のキャッシュレス決済方法
をクレジットカード等にも対応できるよう拡充した。また、
窓口への来庁を必要としない届出等については、郵送
や電子メールでの届出を可能にした。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

国や府の動向に合わ
せて必要なDXの推進
に取り組む

2
所管
室課

保健医療総務室 事業名 保健所管理事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

保健所の設備等について、建設から30年以上が経過し
ており、老朽化が進んでいることが課題である。保健所
業務を継続し安定した市民サービスを提供するために
計画的に施設修繕に取り組む。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

3
所管
室課

保健医療総務室 事業名 保健所業務管理システム事業

31,032 22,235 27,149
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

82.7 78.8 75.1 □
市民ニーズ、
社会的役割

5,029 2,376 14,207
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

生活衛生システム等管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

生活衛生システムの運用保守管理業務を委託した。また、令和4年度は当該システムに係る
MicrosoftEdge対応改修業務を委託した。

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

令和５年６月に予定する狂犬病予防法特例制度への参
加に伴い、制度に対応したシステム改修を実施。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名
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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

評価の視点
地方独立行政法人市立吹田市民病院評価委員会条例に基づき、評価委員会を開催した。また、
地方独立行政法人法に基づき、同病院の事業経費の一部を負担した。

（1）（地独）市立吹田市民病院評価委員会開催状況
  令和２年度　 １回
  令和３年度　 ４回
　令和４年度　 １回

（2）運営費負担金決定額
　令和２年度 　1,138,817,000円
　令和３年度 　1,430,418,000円
　令和４年度 　1,451,141,000円

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

地方独立行政法人市立吹田市民病院は、地域の中核
病院として、採算ベースに乗らない救急医療や小児医
療等の政策医療を担う重要な役割が求められており、
安定的かつ継続的な医療提供を行うにあたり、運営費
負担金による財政支出や計画的な医療機器更新への
対応が必要。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

今後も政策的医療を
継続するため、事業
を継続する必要があ
る。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

3
所管
室課

健康まちづくり室 事業名 地方独立行政法人市立吹田市民病院関連事業

1,983,974 1,435,743 1,451,204

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

- - 23,411

- - 100.0

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

地方独立行政法人市立吹田市民病院評価委員会運営、地方独立行政法人市立吹田市民病院運営費負担

活動実績 年度 R2 R3 R4

豊能広域こども急病センター管理運営費負担
※令和４年度より健康まちづくり室で実施

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

豊能圏域（４市２町）における小児一次救急診療の集約化を図ることで、二次医療救急病院の
負担軽減を目的に設置した「豊能広域こども急病センター」における管理運営費用について、
それぞれの人口数及び患者数に応じて費用負担した。

豊能広域こども急病センターの吹田市民の受診患者数
令和２年度…2,039人、令和３年度…2,982人、令和４年度…4,246人

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

豊能二次医療圏救急医療対策事業については、入院
を必要とする重症患者を受け入れる二次救急医療機関
の運営に対し、4市2町が共同で財政支援を行うことに
より、二次救急医療体制の確保・整備が図られ、今後も
継続した財政負担が必要。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

引き続き効果的な事
業実施ができるよう
地域医療の推進に努
める。

2
所管
室課

健康まちづくり室 事業名 地域医療推進事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

豊能広域こども急病センターについては、近隣市町と
の小児一次救急の集約化により、市民病院等の二次
救急医療機関との機能分担が図られていることから、
継続的な財政支出が必要。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

引き続き効果的な事
業実施ができるよう
地域医療の推進に努
める。

一般財源の
比率（％）

36.4 86.7 43.3 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

医療審議会運営、地域医療推進、豊能二次医療圏救急医療対策、吹田市保健所運営協議会運営、大阪府医療計画に関する懇話会等運営、災害時救急医療器具等整備事業等
補助、新型コロナウイルス感染症対策支援

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

・吹田市医療審議会、吹田市保健所運営協議会、地域医療推進懇談会、薬事懇談会を開催し
た。
・ACP（アドバンス・ケア・プランニング）に関するリーフレットを作成し、在宅医療市民講演
会及び医師・病棟看護師等病院職員対象研修を実施した。
・豊能二次医療圏の重症患者を受け入れる医療機関に対し運営費を負担した。
・物価高騰の影響を受けている吹田市内の医療機関等に対し、物価高騰対策応援金を交付し
た。
（１）かかりつけ医を有する人の割合
令和２年度…57％（３年に1度のアンケート調査により、令和３年度及び令和４年度は実施せ
ず）
（２）地域医療推進に関する講演会の開催数、参加者数
令和４年度…１回、146人（令和２年度及び令和３年度は新型コロナウイルス感染防止のため中
止）
（３）豊能二次医療圏救急医療対策事業の補助金対象病院における時間外受入患者数
令和２年度…9,680人、令和３年度…9,163人、令和４年度…10,362人

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 医療政策事業 所管部局 健康医療部

1
所管
室課

保健医療総務室 事業名 地域医療推進事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 343 施策 地域医療体制の充実

282,756 120,547 92,429
※課題があるものは■
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□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

安定した事業を行うため、引き続き、必要となる医師や
看護師等の人材確保が必要である。また、国が進める
医療DXの方針を踏まえ、システム導入等を行いなが
ら、事務の負担軽減や効率化を図っていく必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

引き続き、事務の効
率化等を行いなが
ら、初期救急として
の体制強化を図る。

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

一般財源の
比率（％）

80.9 73.0 14.1 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

休日急病診療所管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日及び年末年始の昼間の急病患者に対する応急
的な診療を吹田市医師会、吹田市歯科医師会及び吹田市薬剤師会への委託により実施した。診
療科は、内科、小児科、外科、歯科の４診療科。

・年度別診療日数及び受診者数
令和２年度（診療日数72日間）　2,294人
令和３年度（診療日数72日間）　2,909人
令和４年度（診療日数72日間）　6,227人
・抗原検査人数
令和２年度　　 72人
令和３年度　　541人
令和４年度　3,828人

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 休日急病診療所事業 所管部局 健康医療部

1
所管
室課

健康まちづくり室 事業名 休日急病診療所管理事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 343 施策 地域医療体制の充実

119,032 115,184 124,263
※課題があるものは■
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←印刷範囲（AO列まで）

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

健康まちづくり室 利子償還事業（病院事業債管理特別会計）

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

健康まちづくり室 元金償還事業（病院事業債管理特別会計）

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 病院公債管理事業 所管部局 健康医療部

所管
室課

事業名

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 343 施策 地域医療体制の充実

※課題があるものは■
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